
令和９年度から臨床研修を開始する研修医の病院ごとの募集定員（案）

（Ⅰ） （Ⅱ） （Ⅲ） （Ⅳ）

1 青森県立中央病院 16 16 17 17 17 17 17 17 2 (19) 19 19 0

2 青森市民病院 2 6 11 11 11 11 11 11 1 (12) 12 12 0

3 弘前大学医学部附属病院 1 1 2 2 12 14 14 ○ 14 14 7 (21) 21 21 0

　　　　　　　〃　　　　　　　　　（小・産） 1 1 1 1 4 5 5 ▲ 1 (4) 4 4 0

4 国立病院機構弘前総合医療センター 10 12 13 13 13 13 13 13 0 (13) 13 13 0

5 健生病院 2 4 5 5 5 5 5 5 5 (10) 10 10 0

6 黒石病院 1 2 2 2 2 2 2 2 3 (5) 5 5 0

7 つがる総合病院 3 5 9 9 9 9 9 9 0 (9) 9 9 0

8 八戸市立市民病院 17 15 16 17 17 17 17 17 0 (17) 17 17 0

　　　　　〃　　　　　　（小・産） 1 2 2 2 2 2 2 2 0 (2) 2 2 0

　　　　〃　　　　　（精神）　※令和７年度募集停止 - 2 - 2 0 0 0 0 0 (0) 0 0 0

9 八戸赤十字病院 2 4 1 4 4 4 4 4 6 (10) 10 10 0

10 青森労災病院 3 3 2 3 3 3 3 3 1 (4) 4 4 0

11 十和田市立中央病院 5 6 6 6 6 6 6 6 1 (7) 7 7 0

12 三沢市立三沢病院 3 2 3 3 3 3 3 3 2 (5) 5 5 0

13 むつ総合病院 5 7 2 7 7 7 7 7 4 (11) 11 11 0

計 160 72 87 91 104 12 114 163 - 147 114 4 118 118 31 (149) 149 149 0

最
大
値

○　国が、青森県の募集定員の上限を決定（160名）（Ⅰ）
○　募集定員案を以下のとおり作成（資料１－２　ア～クの手順で作成　※今回はオ、クに該当する調整はなし）
　・　過去の受入実績等を踏まえて算定上の定員を設定（Ⅱ）（合計118名）
　・　各病院から希望定員を聴取（Ⅲ）
　・　希望定員に基づく配分を行い、令和９年度募集定員案を作成（Ⅳ）。
　・　各病院の募集定員は、各病院の希望定員と同数となり（（Ⅳ）＝（Ⅲ））、かつ、（Ⅳ）の合計は、青森県の
　　 募集定員の上限（Ⅰ）の範囲内となっている。
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資料１－３

募集定員の上限 ： 160名（Ⅰ）

算定上の定員計 ： 118名（Ⅱ）

病院希望定員 ： 149名（Ⅲ）

令和９年度募集定員（案）計 ： 149名
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